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4月5日、今年で12年目を迎えた海野町の日曜広場がオープンしました。石井市長、小林市議会議長

など関係者の皆さんがテープカットをした後、県警音楽隊の先導で今年の歩き初めが行われまし た。

午前11時からは、上田市消防レスキュー隊の実演、ルーピックキューフ大会などの催し物があり、

大勢の人出でにさわいました。
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市民と市長の日

年月 1日に行っておリます 「市民と
市長の日 lを来月は都合により5月2日出
午前9時みら正午まで、市役所 3階市
長室で行います。お気軽におてかけ〈
fごさし、。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 5月1日ゆ午前

8時30分から午後h時まで、市役所;
階段業委員会事務局で行L、ます“JjA 

軽におでかけください
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56年度予算決まる

えつ

3月定例
市議会

ー第 837 

一般会計は173億円に
， 
L.-

リ市議会は、 3月 3日ヵ、

ら24日まで、 22B竺三 h二ププご ー

れました。今回の市議舎では「日召

宣会計予算案 l 争はじ

め、水道事業に管理者ら置く「ト

田市水道事業の設置筆に聞すろ牟

例の一部改正案」、神川凱I文必惇館

の設置により改正される「公民館

条例の一部改正案」など51議案が

j審議され、全議案が可決、承認さ

れました。

3月 3日カ、

今回の市議会では「昭

3月定例.

れま

、.

‘、鴻、、

をはじ

「上

「公民館

和 56年度一乱←

の設置によ(

主
な
条
例
の
改
正

*
上
田
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

消
防
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
機
動

化
が、

順
次
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
の

で
、
今
回
、
消
防
団
の
定
員
を
千
二
百

十
五
人
と
し
て、

二
十
人
の
減
買
を
し

ま
し
た
。

*
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
並
び
に
旅

費
友
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

昭和56年度当初予算

昭和55年度|昭和56年度 |前年対比

15，455，7ω 千円117，388，393+PlI112.5 % 
2，779，ω L 3，329，096 1119.8 
193，999 1 203，782 1105.0 

25，012 25，608 1102.4 

389，945 1 417，982 1107.2 

341，000 / 2札000 / 76.5 

附加2 / 1，47ω42 /117.8 

10似 1 1 117，828 Il1i6 
3~，932 39，213 1100.7 

日2仰 1 1 5，864，751 1114.5 

194，403 1 202，371 1104.1 

分

般 会 計

国民健康保険事業

農業共 済事業

特l交通 災害 共済事業

同和地区住宅新築
別| 資 令 書事貸付

J土地取 得苧業
冨|公共下 水道事業

計l福祉事業センタ一事業
塩田有線放送電話事業

小 計

産院事 業

区

額
の
大
幅
引
上
げ
に
関
す
る
意
見
書

現
在
、
資
産
が
公
共
事
業
用
に
買
収

三
役
な
ら
び
に
市
議
会
議
員
の
給
与

を
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を

尊
重
し
、
改
定
し
ま
し
た
。
併
せ
て
教

育
長
、

非
常
勤
の
特
別
職
の
委
員
に
つ

い
て
も
、
三
役
の
改
定
率
に
準
じ
て
改

定
し
ま
し
た。

*
上
田
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
聞
す

る
条
例
ほ
か
三
条
例
の
一
部
改
正

水
道
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
水
道
事

業
に
管
理
者
を
置
き
、
併
せ
て
関
係
条

例
の
改
正
も
し
ま
し
た
。

*
上
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

廃
棄
物
処
理
審
議
会
の
答
申
を
尊
重

し
、
し
尿
の
く
み
取
り
料
金
を
十
八
リ

ッ
ト
ル
当
り
五
円
引
き
上
げ
、
九
十
六

円
に
改
正
し
ま
し
た
。

*
上
田
市
塩
田
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

塩
田
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
運
営
審
議

会
の
答
申
を
尊
重
し
、
分
べ
ん
介
助
料

な
ど
の
改
定
を
し
ま
し
た
。

*
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

神
川
地
区
公
民
館
が
、
今
春
に
も
完

成
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の

設
置
を
定
め
ま
し
た
。

意
見
書
・
決
議

*
同
和
対
策
事
業
特
別
指
置
法
強
化
敬

正
に
関
す
る
愈
見
.

同
和
対
策
事
業
特
別
民
団
置
法
が
施
行

勢
と
農
畜
産
物
需
給
の
緩
和
に
停
つ
生

産
調
整
の
強
化
、
及
び
水
図
利
用
再
編
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同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
施
行
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水道事業管理者に

好大さん

四
月
一
日
付
で
、
水
道
事
業
管
理
者
一

に
小
宮
山
好
大
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
一

た
。

一

小
宮
山
好
大
さ
ん

(
こ
み

や

ま

よ

し

ひ
ろ
、
五
十
五
歳
、
緑
が
丘
一

|
二

一
一
|
四
)

略
歴
・
:
官
立
秋
田
鉱
山
専
門
学
校
卒
ゅ

一

昭
和
二
十
二
年
六
月
、
上
田
市
役
所

に
入
所
以
来
、
建
設
課
長
、

水
道
局

長
、
総
務
部
長
、
建
設
部
長
な
ど
を
一

歴

任

。

一

さ
れ
て
以
来
、
地
方
自
治
体
で
も
法
目

的
の
実
現
を
期
し
て
、
最
大
の
努
力
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
環
境
改
善
、
経
済

向
上
対
策
な
ど
に
お
い
て
は
、
あ
る
程

度
の
成
果
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
長
い

年
月
に
蓄
積
さ
れ
た
弊
害
に
よ
り
、
部

落
差
別
の
完
全
解
消
は
容
易
な
ら
ざ
る

現
状
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
差
別
の
解
消
と
い
う
人
類
至
高

の
理
念
実
現
の
た
め
、

同
和
対
策
基
本

法
及
び
課
題
別
の
法
律
を
制
定
さ
れ
、

よ
り
積
極
的
な
同
和
対
策
を
推
進
さ
れ

る
よ
う、

政
府
に
強
く
要
請
し
ま
す
。

*
公
共
事
業
に
伴
う
土
地
収
用
法
等
に

よ
る
租
税
特
別
措
置
法
の
特
別
控
除

額
の
大
幅
引
上
げ
に
関
す
る
意
見
書

現
在
、
資
産
が
公
共
事
業
用
に
買
収

さ
れ
た
場
合
、
そ
の
所
得
税
計
算
は
、

譲
渡
所
得
の
収
入
金
額
か
ら
取
得
費
な

ど
を
控
除
し
、
三
千
万
円
を
控
除
す
る

特
例
に
よ
り
、
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
は
、
公
共
事
業
の
被
買

収
価
格
が
三
千
万
円
を
超
、
え
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
政
府
は

特
別
控
除
額
を
大
幅
に
引
上
げ
、
公
共

事
業
用
地
提
供
者
の
税
負
担
の
軽
減
を

講
ず
る
よ
う
強
く
要
請
し
ま
す
。

*
食
管
制
度
の
充
実
強
化
に
関
す
る
意

見
書
わ
が
国
の
農
業
は
、
激
し
い
輸
入
攻

小宮山

昭和56年度一般会計当初予算
自動車取得税交付金 l億0.100万円司

繰 越 金 5.000万円川

交通安全対策特別交付金 1.300万門司
寄 付金 946万円リ

議

予

費

費

会

備

費 3億4.077万円

費 3億2.906万円

繰 入 金

使用料及び手数料

財産収 入

地方譲与税

防

働

消

労

勢
と
農
畜
産
物
需
給
の
緩
和
に
伴
う
生

産
調
整
の
強
化
、
及
び
水
田
利
用
再
編

対
策
の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
大
変
激
し

い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て

政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
食

管
制
度
の
充
実
強
化
を
は
か
る
た
め
、

「
食
管
法
改
正
に
あ
た
っ
て
麦
価
の
算
定

方
式
を
改
変
し
な
い
こ
と
」
な
ど
併
せ

て
五
項
目
の
実
現
に
つ
い
て
、
速
や
か

に
実
行
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
し
ま
す
。

*
畜
産

・
酪
農
政
策
及
び
蚕
糸
政
簾
の

確
立
に
関
す
る
意
見
書

近
年
、
わ
が
国
の
畜
産
経
営
は
、
牛

肉
、
乳
製
品
な
ど
の
輸
入
増
大
及
び
価

格
の
低
迷
に
よ
り
、
き
わ
め
て
不
安
定

な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
養
蚕
経

営
に
つ
い
て
も
、
低
収
益
性
と
絹
製
品

な
ど
の
輸
入
増
大
に
よ
り
、
前
途
は
、

き
わ
め
て
憂
慮
さ
れ
る
状
態
で
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
政
府
は
畜
産
・

酪
農
政
策
及
び
蚕
糸
政
策
の
確
立
、
価

格
の
引
上
げ
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
強
〈

要
請
し
ま
す
。

*
北
方
領
土
の
返
還
促
進
に
関
す
る
決

識わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
領

土
の
早
期
返
還
は
、
日
本
国
民
多
年
の

悲
顕
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後

三
十
五
年
を
経
過
し
た
今
日
も
依
然
と

し
て
解
決
の
目
途
す
ら
立
っ
て
い
ま
せ

せ
ん
。
よ
っ
て
政
府
は
、
従
来
に
ま
し

て
強
力
な
外
交
交
渉
を
通
じ
て
、
早
期

返
還
の
実
現
を
期
す
る
よ
う
万
全
の
措

置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。
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総 務 費

電算使用料・委託料

自治会事務委託料

応急工事費および原材料費

生活資金貸付預託金

民生 費

盲人用信号機設置費 265万円

特別養護老人ホーム負担金(丸子町に設置) 2，420万円

老人医療償給付金 5億6，129万円

報恩寮新改築工事費 2億5，0∞万円

乏人福祉センタ一新築工事費 3億1，540万円

地方改善施設整備事業費(別所地区) 2億2，448万円

衛生 費

上小衛生施設組合負担金(1・2期分) 1億4，418万円

大星斎場組合負担金(1・2期分) 1，198万円

乳房検診委託料 150万円

家庭雑排水簡易浄化 そっ補助金 1，127万円

騒音振動測定用演算処理機 150万円

上田市真田町じんかい焼却場組合負担金 6，602万円

じんかい危険物など収集委託料 I億3，864万円

労 働費

上小高等職業訓練校校舎新築工事 8，410万円:

農林水産業費

地域くるみ農業推進委託料 1，450万円 :

転作促進特別対策事業補助金 2，026万円 :

市有林造林事業委託料 3，144万円 :

森林総合利用施設建設工事貨 5，456万円:

小牧地区調査測量委託料(小牧橋) 3，000万円:

商工 費

中央通 1)商庖街アーケード事業補助金 280万円:

中小企業融資預託金 14億7，000万円:

上田駅前ロータリー工事費 250万円

定期観光パス運行道路盤備'fi(前山地区) 734万円

市民会館会議棟身障者スロープ工事費 350万円

木費

道路新設改良工事費

道路新設改良・小牧川辺町線

秋和上堀線工事費

自然運動公園総合体育館工事賀

市営住宅建設工事費(笹井地区)

上田原住戸改善工事費

消防費

上小広域行政消防特別会計負担金

防火水そう 新設(6基)

消火せん新設 d4基)
教育費

~t/J、学佼校舎改築工事費

神科小学校校舎増築工事費

域南小学校用地買収資

米山峨跡{本想所設置工事費

IH健康センター改修工事

当初予算の主な内容(一般会計)

5，176万円

3，742万円

1，100万円

500万円

上
岡
市
立
小
中
学
校
通
学
区
域
審
議

会
(
会
長
山
極
真
平
さ
ん
)
は、

三
月

今年度も建設が進められる小牧川辺町線(同線の
起点となる川辺町で)

日
年
度最
終
補
正
予
算

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
五
千
二
十

五
万
一
千
円
で
す
。
今
固
め
最
終
補
正

に
よ
り
、

昭
和
五
十
五
年
度
一

般
会
計

の
予
算
規
模
は
、
百
八
十
五
億
四
千
四

百
九
十
六
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費
で
は
、
新
屋
市
営
住
宅
の
売

払
収
入
を
将
来
に
わ
た
っ
て
も
有
効
に

活
用
す
る
考
え
か
ら
、
こ
れ
を
単
に
一

般
財
源
と
せ
ず
、

財
政
調
整
基
金
柏
立

金
と
し
て
、

一
億
三
千
万
円
の
積
立
て

を
し
ま
す
。

民
生
費
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

て
い
た
川
辺
町
と
川
西
地
区
の
通
学
区

成
が
主
な
内
容
で
す
。

用
地
買
収
資
に
一
億
四
千
六
十
五
万
円
、

室
賀
保
育
園
の
園
児
送
迎
用
パ
ス
の
購

入
補
助
金
な
ど
で
す
。

農
林
水
産
業
費
は
、
転
作
促
進
特
別

対
策
事
業
費
の
追
加
に
千
五
百
二
十
三

万
円
、
浦
里
北
部
ほ
場
整
備
上
水
道
工

事
費
負
担
金
に
九
百
五
万
円
な
ど
。
ま

た
土
木
費
は
、
上
回
バ
イ
パ
ス
昭
栄
代
替

地
内

の
道
路
用
地
買
収
費
に
八
千
四
百

七
十
八
万
円
、
街
路
事
業
に
お
け
る
生

塚
新
回
線
の
用
地
費
な
ど
で
す
。

教
育
費
で
は
、
丸
子
町
と
共
同
設
置

す
る
大
屋

・
石
井
地
籍
河
川
敷
グ
ラ
ン

ド
負
担
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
度
は
、
財
政
再
建
を

目
指
す
国
の
施
策
の
影
響
を
ま
と
も
に

円

円

円

円

円

円

万

万

万

万

万

万

円

U

n
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a笹
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U

OB

P

O

AU

nU

唱

i

ヮ“

aaτ
唱

i

n
u
p
b
勾

t
p
b
q
d

弓'

phd
'
i
唱

i

oO
F
h
u

億

億

億

億

億

億

aaτ
'
i
市

i
F
H
J
V
円

L

唱

A

水
以
東
と
な
り
ま
し
た
。

川
西
地
区
の
小

受
け
、

地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど
に
よ

り
一
般
財
源
に
不
足
が
生
じ
、
財
政
調

整
基
金
の
繰
り
入
れ
に
依
存
す
る
な
ど
、

財
政
的
に
は
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
で

あ
り
ま
し
た
。

実
施
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
種
事

業
は
、
一
・
二
を
除
い
て
は
順
調
に
進

み
、
多
様
化
す
る
市
民
の
要
望
に
対
し

て
も
、
あ
る
程
度
お
こ
た
え
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
お
か
げ

を
も
ち
ま
し
て
、
公
営
企
業
会
計
を
除

く
一
般
会
計
、
特
別
会
計
は
決
算
見
込

み
に
お
い
て
、
健
全
財
政
を
堅
持
で
き

る
見
通
し
で
す
。

2億3，440万円

1，260万円

621万円

3{意6，049万円

H君、4，421万円

4億3，268万円

100万円

1，200万円し
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通学区域審議会が最終答申

えつ一(5)一一一 昭和56年 4月16日 広報

上
田
市
立
小
中
学
校
通
学
区
域
審
議

会
(
会
長
山
極
・
H
H
4γ

さ
ん
)
は
、
三
月

十
」
一
日
教
行
委
い
れ
会
に
い
取
終
答
申

を
し
ま
し
た
。

通
学
区
域
審
議
会
は
、
市
内
小
中
学

校
の
通
学
一区
域
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

昭
和
五
十
三
年
五
月
に
設
置
さ
れ
、
教

育
委
員
会
の
原
案
に
つ
い
て
審
議
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
、
第
一
次
(
五

十
三
年
十
二
月
)、
第
二
次

(
五
十
四
年

三
月
)、
第
三
次
(
五
十
四
年
十

一
月
)

と
答
申
が
出
て
、
そ
の
一
部
は
笑
施
に

移
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
最
終
答
申
は
、
審
議
の
残
っ

て
い
た
川
辺
町
と
川
西
地
区
の
通
学
区

域
が
主
な
内
谷
で
す
。

城
南
小
(
仮
称
)
と
川
辺
小

ま
ず
、
城
南
小
学
校
(
仮
称
)
と
川

辺
小
学
校
の
通
学
区
域
の
う
ち
、

川
辺

町
に
つ
い
て
は
、
鴨
池
堰
(
か
も
い
け

せ
ぎ
)
用
水
を
も

っ
て
区
分
し
、

以
東

の
区
域
を
城
南
小
学
校
、
以
西
の
区
域

を
川
辺
小
学
校
の
通
学
区
域
と
し
ま
し

た
。

こ
れ
で
、
城
南
小
学
校
の
通
学
区

域
は
、
中
之
条
、
千
曲
町
、
下
之
条
、

半
過
お
よ
び
川
辺
町
の
う
ち
鴨
池
堰
用

川辺小と川西三校は六中(仮称)に

山極審議会会長(左)から答申を曳ける志摩教育委員長

水
以
東
と
な
り
ま
し
た
。

川
西
地
区
の
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

浦
里
・
室
賀
・
小
泉
の
三
校
を
統
合
す

る
こ
と
が
適
当
と
し
な
が
ら
、
当
面
は

室
賀
小
学
校
と
小
泉
小
学
校
を
統
合
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
浦
里
小
学
校

は
、
今
後
の
児
童
数
の
推
移
や
校
舎
改

築
の
時
期
を
み
な
が
ら
、
将
来
の
検
討

事
項
と
し
て
い
ま
す
。

一
川
西
中
を
移
転
改
築

一

第
四
中
学
校
の
通
学
区
域
は
、
城
下

小
学
校
と
城
南
小
学
校
の
区
域
と
し
、

第
六
中
学
校
(
仮
称
)
は
、

川
辺
小
学

校
と
川
西
地
区
小
学
校
の
区
域
と
な

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

川
辺
小

学
校
は
第
六
中
学
校
の
区
域
に
入
る
こ

と
と
な
り
、
第
四
中
学
校
の
過
密
は
解

消
さ
れ
ま
す
。
一

方、

川
西
中
学
校
も

移
転
改
築
さ
れ
、
新
た
に
第
六
中
学
校

と
な

っ
て
適
正
規
模
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
付
帯
意
見
と
し
て
、
マ

通
学
道
路
は
、
児
童

・
生
徒
に
危
険
の

な
い
よ
う
整
備
す
る
こ
と
マ
遠
距
離
通

学
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
別
な

配
慮
を
す
る
こ
と
マ
校
地
の
確
保
を
速

や
か
に
行
う
こ
と
マ
新
設
校
は
、
施
設
・

設
備
を
笠
備
の
う
え
開
校
す
る
こ
と
ー

な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
最
終
答

申
を
尊
重
し
な
が
ら
、
今
後
の
方
針
を

速
や
か
に
決
定
し
、
早
速
、
具
体
的
方

策
に
組
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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市
が
工
事
を
進
め
て
い
た
、
市
道
小
島
神
畑
線
と
上
田
南
部
消
防

署
が
、
こ
の
ほ
ど
あ
い
つ
い
で
完
成
し
ま
し
た
。

小
島
神
畑
線
は
塩
田
地
区
か
ら
上
田
市
街
地
ま
で
を
短
時
間
で
結

ぶ
重
要
な
幹
線
道
路
で
、
旧
塩
田
町
時
代
か
ら
そ
の
完
成
が
待
た
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
南
部
消
防
署
は
、
千
曲
川
左
岸
地
域
の
消
防
・

救
急
体
制
の
強
化
を
ね
ら
い
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
今
後
は

え

南部消防署が完成

緊
急
の
場
合
で
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

つ号一一一(間抑制)一一広報

小島神畑線・

837 ー第

A 開通した市道小島神畑線

V 竣(しゅん)工式であいさつする石井市長

小島神畑線

塩田と市街地を

結ぶ幹線道路

上
田
市
が
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら

工
事
を
進
め
て
い
た
市
道
小
島
神
畑
線

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
三
月
二
十
七
日

に
は
竣
(
し
ゅ
ん
)
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
島
神
畑
線
は
、
延
長
千
九
百
六
十

四
メ
ー
ト

ル、

幅
七
メ
ー
ト
ル
。
下
小

島
を
起
点
に
神
畑
を
通
過
し
、
国
道
一

四
三
号
線
の
産
川
橋
わ
き
(
川
辺
町
)

ま
で
を
、
は
ぽ
直
線
で
結
ぶ
幹
線
道
路

て
す
。
以
前
は
、
塩
田
か
ら
上
田
市
街

地
ま
で
、

小
島
l
神
畑
l
倉
升

l
赤
坂

上

(
川
辺
町
)
の
幹
線
道
路
が
一
本
あ

る
だ
け
で
、
場
所
に
よ
っ
て
は
道
幅
が

狭
か
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
も
多
く
、
し
か

も
上
回
交
通
別
所
線
の
踏
切
を
通
過
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

上
田
市
に
合
併
す
る
前
の
旧
海
田
町

時
代
か
ら
の
願
い
だ
っ
た
小
島
神
畑
線

の
開
通
に
よ
り
、
今
後
は
交
通
渋
滞
が

か
な
り
緩
和
さ
れ
る
見
通
し
で
す
三
月
二
十

七
日
の
竣
工

式
は
、
産
川

に
か
け
ら
れ

た
中
村
橋
で

-
丁
ヲ

L
、・
ー

仲
町
市
長
を
は

じ
的
地
凡
関

係
お
の
符
さ

，
ん
な
ど
約
百

人
が
出
席
ヘ

小
山
神
畑
納
闘

の
陶
過
を
柏
町

い
ま
し
た

南
部
消
防
賓
の
業
務
初
当
一区
域
は
、

川
辺
・
泉
田
・
堀
田
・
川
西
地
尺
、
ぞ
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開署式では石尭市長(中)らがテープカットをしました。

千
曲
川
左
岸
地
域
の

南
部
消
防
署
の
業
務
担
当
区
成
は
、

川
辺
・
泉
田
・
塩
田
・
川
西
地
区
、
そ

れ
に
青
木
村
も
含
ま
れ
、
城
下
地
区
を

除
く
千
曲
川
左
岸
地
域
を
担
当
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
川
辺
、
塩
田
の
両
分
署
は
、

南
部
消
防
署
に
統
合
さ
れ
、
市
内
大
手

二
丁
目
に
あ
る
上
回
消
防
署
は
、
四
凡

一
日
を
も
っ
て
、
上
田
中
央
消
防
署
と

名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

救
急
業
務
は
、
以
前
、
上
田
中
央
消

防
署
か
川
西
分
署
で
出
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
南
部
消
防
署
に
救
急
車
が
配
置

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
は
迅

速
に
対
応
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

消
防
・
救
急
体
制
を
強
化

千
曲
川
左
岸
地
域
の
消
防
、
救
急
体

制
の
強
化
を
ね
ら
い
と
し
た
、
上
小
地

域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
の
上

回
南
部
消
防
署
が
、
こ
の
ほ
ど
下
小
島

に
完
成
し
ま
し
た
。
四
月
二
日
に
は
、

石
井
市
長
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん

約
百
人
が
出
席
し
て
、
開
署
式
を
行
い

ま
し
た
。

南
部
消
防
署
の
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
、
延
べ
面
積
七
百

五
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
消
防
職
員
は

署
長
以
下
二
十
一
人
で
す
。
配
置
さ
れ

た
主
な
消
防
機
械
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
、

水
そ
う
付
消
防
ポ
ン
プ
車
、
屈
折
は
し

ご
付
ポ
ン
プ
車
、
救
急
車
、
指
導
車
、

各
一
台
な
ど
で
す
。

南部消防署

N 
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不
用
品
の
販
売
な
ど

資
源
活
用
広
場
を
開
催

1
5
月
叩
日
・
市
役
所
駐
車
場

l

市
で
は
、
。
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
て
い
く
た
め
、

「
資
源
活
用
推
進
本
部
」
(
本
部
長
・
石

井
市
長
)
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

や
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
「
資
源
活

用
広
場
」
や
「
む
だ
を
な
く
す
生
活
展
」

を
開
催
し
、
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る

工
夫
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
、

次
の
要
領
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

えつ号一一一(蹴言語脇)一一広報

資
源
活
用
広
場

と
き
・
:
五
月
十
日
同
(
雨
天
の
場
合

は
十
八
日
間
)
、
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
三
時
ま
で
。
た
だ
し
、
開

始
時
間
に
な
る
ま
で
は
、
入
場
で
き

ま
せ
ん
。

と
ニ
ろ
・
:
市
役
所
駐
車
場
と
そ
の
周
辺

販
売
コ
ー
ナ
ー

〈
不
用
品
コ
ー
ナ
ー
v

家
庭
や
職
場
に
あ
る
不
用
品
を
美
術

商
組
合
の
方
々
が
、
代
理
で
セ
リ
を
行

っ
て
販
売
し
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
、
市

が
年
聞
を
通
し
て
実
施
し
て
い
る
「
不

837 ー第

用
品
の
登
録
、
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
制
度
」

に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
希
望
者

の
な
か
っ
た
も
の
も
、
こ
こ
で
販
売
で

き
ま
す
。
出
品
者
に
は
、
販
売
手
数
料

と
し
て
、
販
売
価
格
か
ら
一

O
%を
差

( 4月10日現在)

ゆずってください

和文・英文タイプ

炊飯ジャー

ジューサーミキサー

し
引
い
た
残
り
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

(
精
算
は
午
後
四
時
か
ら
五
時
)
な
お
、

品
物
の
運
び
込
み
は
、
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
の
聞
に
完
了
し

て
く
だ
さ
い
。

加湿器

掃除機

ピアノ

ステレオ

料

料

料

2，000-3，000円

盤

その⑩(主なもの)

〈希望価格〉

料

20，000-30，000円

1，500円

無

鑑

盤

鑑ベビーパス

コンビラッ ク

不用品登録情報

ゆずります

マイティーチャ一

三輪車

ベビードレス、ガーセ、下着

椅子(子供用)

5オ-6オ用洋服(女児)

号~

「ー

ダブルベッド

エレクトーン

料

7，000-8，000円

30，000円

器

マッサージ機

電気ミ シン (ジャノメ)

歩行

本だな

j羊服ダンス7，000円

盤

カラーテレビ13型(10年使用)

ベビーベッド料深夜用蓄熱暖房器

ジュータン(岨)カーペット(紐)

ノ〈イク(5仇ι)

2，000円

10，000円

40，000-50，000円

20，000円

電子ジャー

へアドライヤー(頚にかぶるタイプ)

編機(シルバー)

、アー

〈
処
分
品
コ
ー
ナ
ー
〉

各
事
業
所
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
口
問
(
汚

れ
物
、
は
ん
ぱ
物
な
ど
)
を
、
市
価
の

半
値
以
下
で
販
売
で
き
る
実
用
品
を
対

象
と
し
ま
す
。

修
理
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

ナ
べ
な
ど
家
庭
用
品
の
修
理
、
簡
単

に
で
き
る
電
気
工
事
や
家
庭
電
化
製
品

な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

整理ダンスす。

む
だ
を
な
く
す
生
活
展

ソファーベッドポリ風巴(都市ガス)

ポリ風呂(プロパンガス) 下駄箱

乳母車

ガスレンジ

5，000円

25，000円

20，000円

無

浴中気泡マッサージ機

鏡台(一面)腰かけ付

セミダブルベッド

マ
テ
ニ
ス
教
室
は

置物料

男性用自転車

電気オルガン

二段ベッド

談

10，000円

5，000円

盤

相ダブルベッ ド

8 ~ 1) j最影機(エルモズーム)

台所調理台

大型クッシ ョン

側
中
部
電
力
、
上
回
電
報
電
話
局
、

棚
上
回
ガ
ス
な
ど
の
協
賛
に
よ
り
、
電

気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
正
し
い
利
用

方
法
や
簡
単
な
修
理
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
展
示
や
説
明
を
し
ま
す
。
ま
た
、

い
ろ
い
ろ
な
装
置
や
ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

な
ど
の
模
型
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

資
源
活
用
広
場
は
、
省
資
源
・
省
一

一
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と
し
て
実
一

…
施
す
る
催
し
で
す
の
で
、
車
は
で
き
一

一
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一

一
会
場
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

箱

石油式風呂釜

和ダンス

もちつき機

本料

料

100，000円

50，000円

無

ジュークボックス

棚胴川刷物セット

流し台

ストープガード 料卜食堂セット

機

.不用品登録情報など、このページに関する問い合せは、生活環境諌生活係へ

(D@4100内線301・有線②0671) 
.不用品を紹介した後のトラブルなどについては、責任を負いかねますのでご了承

〈ださい。

写複

無

10，000円ここニング・ダブル上・下
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スポーツ教室

スポーツサークルで、交流を

上田市勤労青少年ホームでは、働く 30歳未満の方を

対象に、下表により、スポーツ教室、スポーツサーク

ルに参加されるー粁者を必集しています。希望される方

は、早目にお申し込みください。

受付期限...4月30日(本)まで

受付場所・・勤労青少年ホームへ必ず来館(午後 1時

- 911寺)のうえ、受講料を添えてお申し

込みくださし、。

みんな集合/

第1回、ホーム祭、を開催
ベピ

コン

歩

作品の展示物

書道、絵画、木彫、和裁、リボンフラ ワ一、

生け花(草月、池坊)、レザークラフト

発表会

吹奏楽、マンドリン、合唱、民踊、笠手、アー

チェリ一、手話

喫茶室や茶道教室による茶席ーも設けます。

_._ 
唖ヨr・内

上田市勤労青少年ホームでは、初めての試みとして、

4月25・26日の両日、第 1回、ホーム祭、、を開催しま

す。これは、多くの市民の皆きんに勤労青少年ホーム

を理解、 利用していただきたいため聞くもので、 2日

間各種講座、クラブの展示会、発表会を予定していま

す。若者に限らず、多くの皆さんご参加 くだきい。

と き・・・ 4月25日U:)午後 1時 -9時

(午後 6時-9時は前夜祭)

26日(11)午前10時~午後 4時

勤労青少年ホーム

マ
テ
ニ
ス
教
室
は
初
心
者
の
み
を
対
象
と
し
ま
す
。

マ
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
宮
⑫
7
1
1
7

その他-

スポーツ教室・スポーツサークル募集要項

教室・サークル名 H話回 時 間 期 間 定員 場 所 '1l( 用

硬式テニス教室 月
午後

5月-9月 40 市営東コート
照明代、ボール代、保険料、受講料

6 : 30-8 : 30 なと約5，000円

硬式テニス教室 火
午後

5月-9月 20 市営東コ ト
照明代、ボール代、保険料、受講料

6 : 30-8 : 30 など約5，000円

軟式テニス教室 7)<. 
午後

5月-9月 20 市営東コート
照明代、ボール代、保険料、受講料

6 : 30-8 : 30 など約5，000円

アーチェリ 教室 水
午後

年 間 10 ホーム 月額500円
6 : 30-8 : 30 

ノ〈スケ y トクラフ' 金
午後

年 間 30 市民体育館 クラブ符月500円
6 : 30-8 : 30 

バレークラブ 月
午後

年 間 30 市民体育館 クラブ貨月500円
6 : 30-8 : 30 

バドミントンクラブ 月
午後

年 間 30 市民体育館 クラブ従月500円
6 : 30-8 : 30 

t与球クラブ 火
午後

年 問 20 ホーム クラブ1~ 月 500円
6 : 30-8 : 30 

空手道クラブ 水・土
午後

年 i苛 20 ホーム クラフ'rl(月500円6 : 30-8 : 30 

ところ
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ん
1

同
の
他
山
づ
く
り
は
、
今
春
、
小

小
松
へ
人
宇
さ
れ
た

f
ど
も
さ
ん
が
、

こ
れ
か
・
内
の
長
い
学
校
生
前
を
厄
気
て

過
こ
せ
る
よ
う
、
「
新
入
学
児
の
健
康

管
県
」
と
越
し
て
特
に
お
母
さ
ん
向
け

の
内
脊
で
似
せ
て
み
ま
し
た
。

心
の
負
担

え

小
や
校
に
入
学
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

づ
き
な

f
ど
も
さ
ん
に
と

っ
て
、
大
き

な
生
活
の
変
化
で
す
。
急
に
怒
り
っ
ぽ

く
な
っ
た
り
、
学
校
か
ら
帰
っ
た
後
グ

ズ
ツ
た
り
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、

時
に
は
体
重
の
増
え
方
が
悪
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
な

り
に
神
経
を
使
い
、
新
し
い
環
境
に
な

れ
る
努
力
を
し
て
い
る
た
め
に
起
き
る

も
の
で
す
。
普
通
は
、
二

・
三
日
で
な

れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
が
、
な
か
に
は

一
か
月
ぐ
ら
い
順
応
で
き
な
い
子
ど
も

さ
ん
も
い
ま
す
。

学
校
と
家
庭
と
の
生
活
の
違
い
か
ら

く
る
心
の
負
担
は
、
親
が
考
え
る
以
上

に
重
荷
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
不
安
を
よ
く
理
解
し
て
、
子
ど
も
さ

ん
の
気
持
を
受
け
止
め
て
や
っ
て
い
た

だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

号一一一(胤端斜)一一広報う837 

健
康
は
顔
色
に

r 第

子
ど
も
さ
ん
の
健
康
は
、
毎
日
の
顔

号~7 

色
に
あ
り
ま
す
。
表
情
が
乏
し
く
、
自

に
力
が
な
く
、
う
る
ん
だ
自
の
よ
う
な

時
は
、
赤
信
号
と
考
、えま
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
時
は
、
体
温
を
計
っ
て
み
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

食
欲
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
普
段
と

あ
ま
り
変
り
ま
せ
ん
か
。
排
便
は
、
毎

日
き
ち
ん
と
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

子
供
さ
ん
は
、
い
た
ず
ら
を
し
た
り
、

新入学児の
健康管理

暴
れ
ま
わ
っ
た
り
、
動
作
が
活
発
で
あ

る
こ
と
が
健
康
の
目
印
で
す
。

ム
シ
歯

新
入
学
児
に
多
い
病
気
に
は
、
ム
シ

歯、

一周
桃
腺
肥
大
、
必
の
病
気
、
目
や

耳
の
病
気
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

特
に
ム
シ
歯
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。
ム
シ
歯
の
全
く
な
い
子
ど
も
さ
ん
は

残
念
な
が
ら
太
変
少
な
い
よ
う
で
す
。

永
久
歯
は
、
一
年
生
に
入
学
す
る
頃
か

ら
生
え
始
め
て
き
ま
す
が
、
特
に
六
歳

臼
歯
の
保
護
が
大
切
で
す
。

六
歳
臼
歯
は
、
一
生
使
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
切
な
歯
で
あ
り
、
か
み
合

わ
せ
る
力
と
し
て
は
、
歯
の
中
で
最
も

カ
が
強
い
の
で
す
。
生
、
え
た
ば
か
り
の

歯
は
、
非
常
に
ム
シ
歯
に
か
か
り
ゃ
す

い
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

き
り
傷
、

す
り
傷
は
、
元
ど
お
り
に

直
り
ま
す
が
、
歯
だ
け
は
元
ど
お
り
に

直
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
が
痛
い

と
子
供
き
ん
が
訴
え
て
か
ら
で
は
、
遅

い
の
で
す
。
ム
シ
歯
の
予
防
に
は
、
歯

み
が
き
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
、
一

番
で
す
。

最
後
に

一
年
生
の
死
亡
状
況
を
み
ま
す
と
、

病
気
で
死
亡
す
る
者
は
、
少
な
い
か
わ

り
に
、
事
故
に
よ
る
死
亡
が
大
変
多
い

の
が
実
状
で
す
。
交
通
事
故
、
水
の
事

故
、
ヤ
ケ
ド
な
ど
に
は
、
特
に
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

朝
は
早
起
き
を
し
て
、
ゆ

っ
く
り
朝

食
を
取
り
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
て

登
校
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

新学期の交通安全

登校前はゆとりをもって

視界の悪くなる雨の日は特に注意

今
月
か
ら
、

新
学
期
が
始
ま
り
ま
し

た
。
子
供
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、
普
段

か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
教
え
る
と
と

も
に
、
朝
、
学
校
に
送
り
出
す
と
き
は
、

次
の
点
に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
出
か
け
る
と
き
に
、
し
か
ら
な

い

マ
忘
れ
も
の
を
さ
せ
な

い

マ
通
学
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
た
せ
る

子
供
は
、
し
か
ら
れ
る
と
そ
の
こ
と

で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
周
囲
の
状

況
が
目
に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
時
間
に
ゆ
と
り
が
な
か
っ
た

り
、
忘
れ
も
の
を
し
て
途
中
か
ら
引
き

返
し
た
り
す
る
と
、
非
常
に
あ
わ
て
る

た
め
、
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、
事
故

の
も
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
注
意
し
ま

l
v
ょ、つ。
一
方
、
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
、
こ

う
し
た
子
供
の
行
動
特
性
を
十
分
理
解

し
て
、
子
供
を
見
た
ら
「
赤
信
号
」
と

思
い
、
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し

4
1
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樹
、
制
桃
腺
肥
大
、
以
併
の
病
気
、
白

耳
の
病
気
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は

f
ど
も
さ
ん
の
健
康
は
、
毎
日
の
顔

号~837 だ一一一 (約諸制23) 第

第二学校給食センター完成

え一(11)-一一昭和56年4月16日 広報う

五件
4哨略也、... 

春の全国交通安全運動が、 4月6日か

ら15日まで実施されましたが、初日 の6

日には交通安全街頭指導が行われま した。

石井市長はじめ関係者約20人は、上田駅

前で黄色の羽根やパンフレ ッ トを配布し

ながら、交通安全を呼びかけました。

企交通安全を呼びかける

昨年 7月から、古里地籍に建設を進めていた第二学校給食センタ

ーが、このほど完成。 3月27日には、落成式が行われ、今月から給

食が開始されています。

同センターは、鉄筋コンクリート 2階建て、延べ商柏約1，300平方

メートルの建物です。 1階には、調理室、洗浄 ・消毒室、 中処理室

などがあり、 2暗には、お母きん方に学校給食に対する理解を深め

ていただくため、センタ一見学会、試食会などが開ける栄養指導セ

ンターがあ ります。

今までは、カラ弁当方式を掠用していたため、児童は弁当箱やハ

シなどの食器類を会J=日持参していましたが、同センターになってか

らは、ご飯カ ップ及びノ、シが出るようになりました。

新学期が始ま った、この 4月6日からは、清明、東、西、北、塩

尻、神川、神科、豊殿の市内千曲右岸 8小学校を対象とした給食か

始まっています。

克

1

L

寸

弓

4
6
M
J
f
E
y
f
，L
3

4

1

4

L

4

思
い
、
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

‘単身用の身障者住宅が完成

市が、旧母子寮の跡地(常国 3丁目 )に

建設を進めていた、単身用の身体障害者

住宅(4戸)が、このほど完成しました。

同地には、尊いす用住宅(3戸)が、昨年

すでに完成しており、これてい身体障害者

向け住宅は 7戸になりました。

今回の身体障害者住宅は、鉄骨づくり

てい、一戸あたり 37平方メートル。間取り

は、 6畳、 4畳半、台所、浴室などです
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お知らせ安
心
し
て

農
地
の
貸
し
借
り
が

え号一一一(臨端信号)一一広報う

ー
農
用
地
利
用
増
進
法

l

農
業
委
員
会
事
務
局

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
3
7

有
線
②
0
7
6
1

837 

農
地
の
流
動
化
と
有
効
利
用
を
促
進

す
る
新
し
い
農
地
制
度
と
し
て
、
昨
年

の
九
月
一
日
か
ら
、
農
用
地
利
用
増
進

法
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

従
来
の
農
用
地
利
用
増
進
事
業
を
拡
充

し
て
、
よ
り
円
滑
に
促
進
さ
せ
る
た
め

の
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
農
地
の
貸
し
借
り
に
は
、
農
地
法

の
許
可
は
い
り
ま
せ
ん
。

二
、
農
地
を
貸
し
て
も
約
束
の
期
間
(
三

-
六
年
)
が
く
れ
ば
、
確
実
に
返
し
て

も
ら
え
ま
す
。

ー第

4月9目、五中校庭に夜間照明施設が完成
iし点灯式が行われました。照明施設はソフ
トポール程度の競技を対象としたもので、

j式の後、さっそく豊殿と神科地区の皆さん

による親善試合が行われました。これから

も地元の皆さんに大いに利用されることで
jしよう。

三
、
農
地
を
返
し
て
も
ら
う
と
き
、
離

作
料
の
支
払
い
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん。

四
、
対
象
と
な
る
土
地
は
、
農
用
地
の

ほ
か
に
農
業
用
施
設
用
地
、
混
木
林

地
で
す
。

玉
、
こ
の
事
業
に
よ
る
権
利
の
種
類
は
、

賃
借
権
、
使
用
貸
借
権
、
所
有
権
な

ど
で
す
。

六
、
こ
の
事
業
で
農
地
を
借
り
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
る
人
は
、
農
業
者
(
五

O
a
以
上
耕
作
)
の
ほ
か
農
業
生
産

法
人
、
受
託
農
業
経
営
を
行
う
農
協

な
ど
で
す
。

乳
幼
屯包
健
康
診
査

三
歳
j

五
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
査

を
行
い
ま
す
。
時
聞
は
、
い
ず
れ
も
午

後
-
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
。
母

米
治
(
警
防
課
係
長
)
マ
塩
田
支
所
次
長

金
一
井
寛
二
(
管
財

子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

三歳児健康
診査日程表

会場 市セン保タ健ー 福市祉川セ西ン社タ会ー

地区 川西全区

対
52年 7-

象 53年4月生
児

12月生

5月 22日

乳幼児健康診査日程表

会場 市保健センター 市塩田母子健康センター 市川セ西ン社タ会ー
福祉

対 4か月児 9か月児 1歳6か月児 4・9か月児 1歳6か月児 l歳6か月児

象
56年 1月 54年10月生 54年10月生

児 56年 1月生 55年8月生 54年11月生 55年 8月生 54年11月 54年11月

地区割問当医間口 塩田全区 川西全区

5月 20日 19日 12日 14日

指
定

古
畑

〈
資
格
〉

マ
助
産
婦
・
看
護
婦

1
昭
和
二
十
二
年

四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

助
産
婦
ま
た
は
看
護
婦
の
資
格
を
有

す
る
人
。
た
だ
し
、
現
在
市
内
の
病

院
、
医
院
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
は

除
き
ま
す
。

マ
清
掃
業
務
員
H

昭
和
二
十
二
年
四
月

一
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

い
ず
れ
の
職
種
も
昭
和
五
十
六
年
一

月
一
日
現
在
、
上
田
市
民
で
あ
る
人
、

ま
た
は
一
時
他
市
町
村
に
住
ん
で
い
る

が
家
族
は
上
田
市
民
で
あ
る
人

巴==============================================================三========

れ

晴

れ

;

宇
品
-
一
三
ロ
で
て

り

市

期

よ

入

都

1

す

す

に

(

第

ま

で

度

税

税

れ

日

年

産

険

さ

初

計

資

保

納

月

会

定

康

完

4

の

固

健

に

度

、

民

内

は

年

は

国

期

。
限

印

税

と

納

い

期

ら

納

期

、

さ

納

か

の

1

は

だ

め

月

月

第

金

く

月

今

今

)

税

力

今

税

協

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

l
助
産
婦
・
看
護
婦

清
掃
業
務
員

l

総
務
謀
職
員
係
官
⑫
4
1
0
0

内
線

2
2
2

有
線
②
0
6
5
1

新市内・・塩尻・川辺・泉田・神川・神科・豊殿
旧市内…東部・南部・中央・北部・西部・城下

第 1期

今月の納税

固定資産税
都市計画税

国民健康保険税

紀
雄
(
耕
地
課
主
査
)
マ
審
査
係
長

〈
必
要
書
類
〉

マ
受
験
申
込
書
お
よ
び
履
歴
書
(
市
役

所
総
務
課
に
あ
る
も
の
を
使
用
)

マ
住
民
票

マ
健
康
診
断
書

マ
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒
(
合

否
連
絡
用
、
宛
先
記
入
)

マ
免
許
証
の
写
し
(
助
産
婦
、
看
護
婦

の
み
)

〈
試
験
日
・
料
目
v

五
月
七
日
附
、
午
前
八
時
三
十
分

面
接
お
よ
び
作
文

〈

人

員
v

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

〈
申
込
先
・
期
限
〉

四
月
二
十
日
聞
か
ら
五
月
二
日
出
ま

で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職
員
係
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第 1期

〈収税標告⑫4100内線241・有線②0691>

納税で明るい社会と

豊かなくらし
(市内中学生納税標語入選作品)
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l
市
職
員
l

人
事
異
動

(
四
月
一
日
付
)

えだ一一一(問絹針)一一一第

〈
部
長
紐
v

マ
総
務
部
長
兼
上
小
地
域

広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
長
小
菅

伝
(
財
政
部
長
)
マ
財
政
部
長
増
田

正
俊
(
民
生
部
長
)
マ
民
生
部
長
北

沢
豪
(
水
道
局
長
)
マ
建
設
部
長

塩
崎
正
人
(
総
務
部
長
)
マ
教
育
次
長

提
強
(
商
工
部
長
)
マ
商
工
部
長

佐
藤
順
三
(
総
務
課
長
)

〈
幌
畏
紐
〉
マ
総
務
課
長
小
野
万
三

(
市
民
課
長
)
マ
収
税
課
長
青
柳
好

文
(
児
童
保
育
課
長
)
マ
市
民
課
長

矢
幡
利
夫
(
社
会
課
長
)
マ
社
会
課
長

兼
青
少
年
対
策
室
長
中
村
万
亀
男
(
収

税
課
長
)
マ
児
童
保
育
課
長
小
池

毅
(
農
業
共
済
課
長
)
マ
農
業
共
済
課

長
滝
田
真
次
(
塩
田
支
所
次
長
)
マ

建
築
指
導
課
長
上
野
貢
(
建
築
課

長
)
マ
豊
殿
支
所
長
手
塚
裕
(
博

物
館
長
)
マ
会
計
課
長
武
田
重
美
(
学

校
教
育
課
長
)
マ
学
校
教
育
課
長
中

島
孝
一
(
豊
殿
支
所
長
)
マ
博
物
館
長

兼
資
料
館
長
兼
山
本
記
念
館
長
小
林

信
宏
(
川
西
公
民
館
長
)
マ
第
一
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
第
二
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
逢
坂
登
茂
男
(
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
)
マ
塩
田
解
放
会
館

長
兼
塩
田
公
民
館
長
山
崎
功
(
出

納
係
長
)
マ
建
築
課
長
田
中
進

(
建
築
第
二
係
長
)
マ
消
防
部
付
本
堂

-(13)--一昭和56年4月16日 広報う

を
行
い
ま
す
。
時
聞
は
、
い
ず
れ
も
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
。
母

米
治
へ
警
防
課
係
長
)
マ
塩
田
支
所
次
長

金
井
寛
二
(
管
財
係
長
)
マ

川
西
公
民
館

長
兼
川
西
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長

山
寺
保
雄
(
医
療
給
付
係
長
)
マ
建
設
部

付
新
井
宣
義
(
長
野
県
技
術
吏
員
)

〈
係
長
紐
v

マ
管
財
係
長
(
補
佐
)

小
山
幸
(
文
化
係
長
)
マ
市
民
税
第

二
係
長
(
補
佐
)
菅
招
博
(
業
務

課
経
理
係
長
)
マ
環
境
行
動
班
長
(
補

佐
)
赤
羽
仁
士
(
交
通
安
全
係
長
)

マ
福
祉
係
長
(
補
佐
)
石
黒
俊
三
(
市

民
税
第
二
係
長
)
マ
市
民
会
館
庶
務
施

設
係
長
(
補
佐
)
水
出
光
夫
(
総
合
整

備
係
長
)
マ
公
園
管
理
事
務
所
長
(
補

佐
)
保
科
光
雄
(
環
境
指
導
係
長
)

マ
総
合
整
備
係
長
(
補
佐
)
岩
下
恒

雄
(
耕
地
第
二
係
長
)
マ
文
化
係
長
(
補

佐
)
金
井
俊
雄
(
福
祉
係
長
)
マ
上

小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
庶
務
係
長

(
補
佐
)
水
島
和
夫
(
学
校
教
育
諜

施
設
係
長
)
マ
統
計
係
長
課
長
補
佐
指

定
福
沢
袈
裟
雄
(
管
理
課
管
理
係
長
)

マ
医
療
給
付
係
長
課
長
補
佐
指
定
検

閲
衛
(
統
計
係
長
)
マ
出
納
係
長
課

長
補
佐
指
定
中
沢
渡
志
(
文
書
係
長
)

マ
浄
水
管
理
係
長
課
長
補
佐
指
定
小

林
政
治
(
第
一
工
事
係
長
)
マ
補
佐
指

定
飯
島
孝
一
(
職
員
係
長
)
マ
補
佐

指
定
清
水
浩
(
企
画
調
整
係
長
)

マ
補
佐
指
定
元
木
繁
保
(
予
算
係
長
)

マ
補
佐
指
定
若
林
基
(
収
税
課
管

理
係
長
)
マ
補
佐
指
定
緑
川
雄
三
(
市

民
課
庶
務
係
長
)
マ
補
佐
指
定
三
輪

善
方
(
戸
籍
住
民
記
録
係
長
)
マ
補
佐

匡

今

今

)

秒

+

λ

A
寸

税

協

指
定
古
畑
豊
(
福
祉
課
庶
務
係
長
)

マ
補
佐
指
定

中
曽
根
柿
(
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
館
長
)
マ
補
佐
指
定
三

木
隆
男
(
農
林
課
庶
務
係
長
)
マ
補
佐

指
定
竹
沢
栄
一
(
交
通
企
画
係
長
)

マ
補
佐
指
定
宮
島
久
仁
昭
(
調
査
計

画
係
長
)
マ
補
佐
指
定
小
池
広
次
(
業

務
課
庶
務
係
長
)
マ
補
佐
指
定
春
原

重
長
(
監
査
委
員
事
務
局
次
長
)
マ
応

急
工
事
係
長
滝
沢
昭
和
(
公
園
管
理

事
務
所
長
)
マ
北
保
育
園
長
森
由

美
子
(
東
部
保
育
園
長
)
マ
国
分
保
育

園

長

宮

下

栄

子

(
北
保
育
園
長
)
マ

管
理
課
管
理
係
長
阪
口
太
作
(
上
小

衛
生
施
設
組
合
庶
務
係
長
)
マ
交
通
安

全
係
長
久
保
田
寿
郎
(
中
央
公
民
館

次
長
)
マ
第
一
工
事
係
長
逢
坂
秀
重

(
浄
水
管
理
係
長
)
マ
学
校
教
育
課
施

設
係
長
宮
本
智
夫
(
労
働
福
祉
係
長
)

マ
中
央
公
民
館
次
長
高
井
忠
史
(
乳

児
院
長
)
マ
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

庶
務
係
長
兼
給
食
係
長
小
林
邦
人
(
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
付
)
マ
文
書
係
長

寺
沢
勝
一
(
総
務
課
主
査
)
マ
保
健
相

談
室
長
関
清
子
(
保
健
予
防
課
主

査
)
マ
環
境
指
導
係
長
笠
原
敏
司
(
監

査
委
員
事
務
局
主
査
)
マ
神
川
第
二
保

育
園
長
土
屋
公
男
(
市
民
税
課
主
査
)

マ
乳
児
院
長
兼
産
院
業
務
係
長
大
滝

登
志
夫
(
業
務
課
主
査
)
マ
報
恩
寮
業

務
係
長
尾
崎
和
彦
(
学
校
教
育
課
主

査
)
マ
労
働
福
祉
係
長
兼
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
館
長
小
泉
健
一
(
国
保
年

金
課
主
査
)
マ
耕
地
第
二
係
長
中
沢

紀
雄
(
耕
地
謀
、
王
査
)
マ
審
査
係
長

園
部
勝
則

(建
築
指
導
準
備
室
主
査
)

マ
業
務
課
経
理
係
長
田
口
邦
勝
(
財

政
課
主
査
)
マ
上
小
衛
生
施
設
組
合
庶

務
係
長
池
田
博
文
(
保
健
予
防
課
主

査
)〈
主
査
紐
〉
マ
企
画
調
整
課
主
査
笠

原
唯
男
(
社
会
課
主
査
)
マ
管
財
室
主

査
寺
沢
二
水
夫
(
上
小
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
庶
務
係
長
)
マ
福
祉
課
主

査
高
尾
英
子
(
市
民
税
謀
、
主
査
)
マ

市
民
会
館
主
査
福
島
浩
(
総
務
課

付
)
マ
川
辺
小
学
校
主
査
宮
崎
喜
代

子
(
別
所
小
学
校
主
査
)
マ
市
民
税
謀

、
王
査
樫
野
泰
昌
(
総
務
課
)
マ
第
一

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主

査

金

森

寿

人

(
神
科
小
学
校
)
マ
第
二
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
主
査
田
中
文
雄
(
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
)
マ
主
査
昇
格
前
沢
憲
一

(
総
務
課
)
マ
主
査
昇
格
藤
城
孝

(
財
政
課
)
マ
主
査
昇
格
倉
坂
重
美

(
管
財
室
)
マ
主
査
昇
格
松
沢
征
太

郎
(
生
活
環
境
課
)
マ
主
査
昇
格
内

藤
政
則
(
福
祉
課
)
マ
主
査
昇
格
手

塚
進
(
児
童
保
育
課
)
マ
主
査
昇
格

田
鹿
征
男
(
同
和
対
策
課
)
マ
主
査
昇

格
角
田
マ
サ
エ
(
中
塩
田
事
業
所
)

マ
主
査
昇
格
坂
井
勝
昭
J

(

市
民
会
館
)

マ
主
査
昇
格
石
黒
豊
(
耕
地
課
)

マ
主
査
昇
格
矢
幡
正
夫
(
耕
地
課
)

マ
主
査
昇
格
綱
島
ツ
ナ
江
(
管
理
課
)

マ
主
査
昇
格
石
田
洋
介
(
国
道
バ
イ

パ
ス
課
)
マ
主
査
昇
格
三
輪
元
澄
(
土

木
課
)
マ
主
査
昇
格
須
藤
清
彬
(
工

〈砲

務
課
)
マ
主
査
昇
格
山
崎
庸
子
(
図

書
館
)
マ
王
査
昇
格
福
沢
福
寿
(
上

小
衛
生
施
設
組
合
)
マ
主
査
昇
格
堀

内
明
(
大
星
斎
場
組
合
)

山沿いの回、畑などのあぜに自生している陰木(農

作物に日陰によって被害を与える木)などが、多く見

受けられます。所有者の皆さんは、早目に伐掠をし、

周囲の農作物に被害を与えないようご協力ください。

<A集委員会事務局告⑫4100内線337・有線②0761>

陰木の伐採をしましょう
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高
速
道
の
効
果

都
市
に
住
ん
で
い
る
人
も
、
炭
山
漁

村
に
住
ん
で
い
る
人
も
、
す
べ
て
の
人

が
、
世
か
で
明
る
い
生
活
を
営
め
る
社

会
を
築
き
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
速
道
路
は
、
自
動
車
交
通
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
国
づ
く
り
、

町
づ
く

り
、
村
づ
く
り
の
た
め
の
、
そ
し
て
私

た
ち
の
日
常
生
活
を
支
え
る
基
礎
と
な

る
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
道
路
を
人

体
の
血
管
と
し
ま
す
と
、
幹
線
自
動
車

道
は
動
脈
で
あ
り
、
一
般
の
国
道
は
静

脈
、
ま
た
県
道
、
市
道
な
ど
は
網
細
血

え号一一一(臨端部)一一一広報う戸第 837

月1日

口す

管
と
な
り
、
人
の
体
に
血
液
を
ま
ん
べ

ん
な
く
運
ぶ
よ
う
に
、
道
路
も
そ
れ
ぞ

れ
の
任
務
を
も

っ
て
い
ま
す
。

第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
で
は
定

住
圏
が
確
立
き
れ
、
七
千
六
百
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
交
通
網
が
完
成
す
れ
ば
、
全

国
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
が
お
よ
そ
二
時

間
以
内
で
、
こ
の
高
速
道
路
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
速

道
路
は
、
関
係
地
域
の
経
済
、
社
会
、

文
化
な
ど
に
計
り
知
れ
な
い
効
果
を
も

た
ら
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
効
果
を

全
国
津
々
浦
々
に
及
ぼ
す
た
め
、
今
後

と
も
高
速
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

地域間の交流を促進し

拡大する

物資の輸送が

便利になる

人の行動範囲が

広がる

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

田
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

1. 輸送コストが下が

る。

2. 産業の立地条件が

よくなる。

3. 生産物の市場が広

がり、計画的に出荷

できるも

4. 各地の新鮮な品が

台所に直結する。

1 ほかの地域から人

が来やすくなって、

地元の産業、観光が

活発になる。

2 自宅から都市へ日

帰りで買物、余暇カ、

楽しめる。

3 住みなれた土地か

ら離れなく ても仕事

につける。

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

豊かで住みよい国土

1 .物価が安定する。

2.生活環境が改善される。

3.地元産業が発展し新規

産業がおこる。
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